
































































































































































































































































































































































































































































（17）  能勢克男（1894 ～ 1979）の思想については藤井祐介「能勢克男入門」（2010年12月
配布資料）が現時点で最も優れた論考。現在、井上史・藤井祐介・佐藤洋によって、
能勢の活動の全体を明らかにする研究が進行中である。
（18）  能勢克男の多元論と美の思想については、拙稿（2012年６月）参照。
（19）  詳しくは、拙稿（2012年10月）参照。
（20）  能勢克男「工芸の美と社会」柳宗悦・日本民芸美術館編『雑器の美』（工政会出版部、
1927年）所収。
（21）  『甘藷の箱づくり』（1945年）『疎開』（1944年）の脚本を藤木が担当している。藤木
令二によれば、正治はロケーションにも同行していたという。
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（22）  小野善雄「５周年を迎えた記録映画を見る会」『眼』（1960年５月９号）。藤木が引用
した見る会結成宣言には、藤木もジャンル意識の解放の役割を記録映画に見ていた
ことがわかる。「自然と人間生活の真実を映画独自の機能である記録性を最大限に生
かしている記録映画、とくに映画館に上映されない映画を意識的に見ることによっ
て、俗悪に安易に流されやすい私たち自身の心の生活をしんのある豊かさと、科学
的な目をつちかう一つの機会としたいのです」。藤木正治「抵抗と科学的な目を」『朝
日文化映画の会』（1958年３月１日号）。
（23）  1955年７月現在、文化ニュース映画専門館は全国で20館を数えたが、東京と大阪に
集中し、京都にはなかった。『映画年鑑1957』（時事通信社、1957年１月、316ページ）。
（24）  前掲・藤木（1958年）、加納龍一「ロバート・フラハティ」『第9回　記録映画を見る
会』（1956年１月号）所収。
（25）  『忘れられた人々』受容の様子については、安部公房「忘れられたフィルム」『群像』
（1958年10月号）に読みとれる。見る会以外の映画サークルでは『忘れられた人々』
が上映されること自体が少なかったが、その受容の様子は各サークルの機関誌に見
てとれるし、見る会の内部でも「社会教育映画」として見る向きがあったことは、
小野善雄「忘れられた人々」『眼』（1960年11月14号）に記されている。
（26）  引用は針生一郎「サドの眼」『美術批評』（1956年８月号）、『針生一郎評論　５』（田
畑書店、1970年、７～９ページ）。他に同様の批評として前掲・安部（1958年）、澁澤
龍彦「非合理の表現　映画と悪」『映画評論』（1958年12月号）、花田清輝「ライネッ
ケ・フックス」『記録映画』（1958年９月号）などがある。彼らの批評が公開時では
なく、1958年に集中していることは、当時の運動の経緯と関わりがある。
（27）  1958年８月１、２、３日に開催したイベント「娯楽と通俗性のそとにある映画をめ
ぐって…」に花田は招かれた。そこには、花田のほかに、安部公房と岩佐氏寿も講
師に呼ばれていた。後述の高橋秀昌の感想には、安部公房「芸術の革命」『現代文学
講座１巻』（飯塚書店、1958年９月）に記された内容と同様のものが見てとれる。イ
ベントのすぐ後に発表された安部の「芸術の革命」は、講演を筆記したような文体で、
アヴァンギャルドを大衆化する安部の考えを述べており、安部のサークル論・観客
論・読者論となっている。高橋の感想には、ここで安部が記した内容が、いくつか
述べられており、安部の文体からも「芸術の革命」は安部がどこかのサークルで講
演した内容と推定され、時期的にも、安部が見る会で講演した内容と「芸術の革命」
に記された内容との類似性を仮定することができる。このように考え、私は、「芸術
の革命」を参考に、イベントで見る会の人々が聞いたであろう安部の話と、シュル
レアリスム受容を想像している。このイベントについては、他に、京都記録映画を
見る会発行のパンフレット『娯楽と通俗性の外にある映画をめぐって…』があり、『記
録映画』1958年９月号には、岩佐の講演内容の一部と、会員・足立興一と藤原富蔵
の感想が記されている。
（28）  引用は「あの人　この人　京大の顔　高橋秀昌君」『学園新聞』（1958年８月18日号）。
高橋については見る会の歩みを考察した論文で詳述するが、何度もの詳細な文通と
インタビュー（2013年10月25日）で、多くのことをご教示下さいました。記して感謝
いたします。
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（29）  引用は、それぞれ針生一郎「アヴァンギャルド探偵」『美術批評』（1956年６月号）、
前掲・針生（1970年、33ページ）。
（30）  引用は、前掲・安部「芸術の革命」（1958年10月）、『安部公房全集９巻』（新潮社、
1998年、253 ～ 254ページ）。見る会の人々が安部や花田の講演から、シュルレアリス
ムを私が論じたような形で受容したことは、安部の「芸術の革命」と高橋の感想の
影響関係からみて、明らかである。
